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【研究概要】

何か困ったことがあったときに、近くで力になれる人がいるかもしれない。例えば、道に迷ったときなどである。しかし、現実での相互扶助は、知らない人にいきなり話しかけることは勇気がいる行為であること、助けを求めたとしても確実に問題を解決することができないことがある。ネットでの相互扶助は、質問コーナーなどで回答を貰い問題を解決するなどがある。これらは問題の解決に貢献しているといえるが、これらはその場で人の手を借りるような問題は解決できない。
そこで、本アプリケーションは自分と自分の周囲の人たちの情報を本アプリケーションで表示し、その中で自分の問題を解決することに合った人を探し、信頼を確立するためにコミュニケーションをとり、互いの了解を得てから協力してもらうことで、相互扶助を促進する仕組みを実現する。
【研究目的】

周囲の人に助けを求め、互いの信頼を確立した上で助けてもらうことで、問題を円滑に解決すること、また相互扶助を促進するためのシステムを作ることで、より人助けをしたいと感じさせる仕組みを作ることが目的である。

【期待される効果】

・突然起こるような問題でもコミュニケーションを通じて、より円滑な解決を促す
・表示された情報を見ることで、起こっている問題の解決に合う人を探すことができる
・ボランティアなどにも利用することができる

【研究項目】

・相互扶助の現状と問題点
・本研究による相互扶助の長所、短所
・人間の信頼感の確立の検討
・ケータイを利用した設計･実装及び評価
